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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 1 1 5 7 0 0 1 0 1 1 1 2 1 0
7 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
10 * 3 3 1 1 0 0 1 0 3 3 2 5 0 0
13 0 1 3 2 3 2 6 0 0 2 2 1 0 0 0
15 0 1 2 1 3 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
17 0 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
18 0 0 0 1 4 0 0 3 0 1 1 0 2 2 0
23 * 0 0 4 8 0 0 3 1 6 7 0 1 1 0
24 0 0 0 2 5 0 0 1 0 5 5 0 0 0 0
32 * 2 4 2 3 1 1 2 0 1 1 0 1 0 0
37 0 0 0 1 2 1 4 2 0 3 3 0 1 1 0
53 0 0 0 0 2 2 2 2 0 0 0 1 1 1 0
65 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
99 * 1 2 6 10 0 1 2 3 2 5 0 0 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 0 0 0

10 18 27 51 6 14 18 5 25 30 7 13 9 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 0 2 0 0 1 2 2 4 4 0 0 0
8 * 2 3 2 8 2 2 2 1 1 2 0 1 2 0
11 0 1 3 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 1 0
13 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
19 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 3 1 0
21 * 1 3 5 12 1 2 0 0 1 1 0 1 0 0
26 * 2 7 2 8 0 0 2 3 4 7 1 1 0 1
27 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
35 0 0 1 3 5 3 5 3 2 3 5 2 1 0 0
50 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
55 * 0 0 3 7 1 1 4 1 3 4 1 1 0 0
72 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
99 0 0 0 2 3 0 0 1 0 1 1 1 2 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
6 18 18 49 7 10 17 10 20 30 10 10 6 1
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敗チーム

びわこ成蹊スポーツ大学

男子 2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.09.22
立命館大学開始時間 13:10

会　　場 大阪経済法科大学

戦評
【総括】
ここまで4戦全勝と波に乗る立命館大学と、1勝にとどまっているびわこ成蹊スポーツ大学の一戦は、終始立命館がリードを守る
展開となったが、要所ではびわこも#21今井や#35石川の活躍により、粘りを見せた。しかし、第1ピリオドの点差をびわこは縮める
ことができず、立命館が90-61勝利した。

【第1ピリオド】
立命館大学#2野中のリング下シュートで試合が開始。びわこ成蹊スポーツ大学は#55久保のシュートで返すも、立命館は#32大
野のバスケットカウント、3Pシュートで流れをつかみ、堅いディフェンスからの速攻で徐々に点差を開けていく。流れを変えたいび
わこはメンバーを大幅に入れ替えるが、焦りからかなかなかシュートが決まらず、対する立命館はインサイド、アウトサイド両方から
バランス良く得点を重ねていく。最終的に、びわこは立命館の勢いを止めることができず、30-8で第1ピリオドを終える。

【第2ピリオド】
第2ピリオドはびわこ#26中塚のジャンプシュートで幕を開ける。流れを変えたいびわこはゾーンディフェンスを敷き、#8山口のフ
リースロー、#21今井の3Pシュートなどで徐々に点差を詰めていくが、立命館は速攻を中心に対応していく。その後は両チームが
互いに得点を重ねていくが、びわこが#21今井の連続得点で流れをつかみかけたところで、立命館がタイムアウトを要求。タイム
アウト後は、立命館が立て直し#99渡辺の連続得点で再び点差を広げ、48-30と立命館がリードを保ったまま、前半を終える。

【第3ピリオド】
後半開始早々、立命館#32大野がシュートを決めると、すかさずびわこ#8山口が3Pシュートで返し、第3ピリオド序盤はややハイ
スコアな展開となる。びわこは後半もゾーンディフェンスを敷き何度かミスを誘うが、立命館のディフェンスも堅く、拮抗した状態に
入る。その後、びわこのゾーンディフェンスに対し立命館は次々と3Pシュートを沈め、ディフェンスの激しさも増し主導権を握る。
その後も立命館がフリースローなどで着実に得点を重ねていき、73-48と立命館リードのまま第3ピリオドを終える。

【第4ピリオド】
第4ピリオドに入り両チームともディフェンスがよりフィジカルになり、激しい攻防が続く。両チームによる好ディフェンスや体を張っ
たリバウンド、ルーズ
によりロースコアな展開となるが、徐々に立命館が点差を広げていく。びわこは最後まで集中を切らさず粘ったものの、90-61で
立命館が勝利をおさめた。
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